
エ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
自
然
科
学
や
身
体
運
動
科
学
の
分
野

な
ど
、
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
セ
ン
タ
ー
設
立
の
目
的
は
、
異
な
る

専
門
性
を
持
つ
学
生
が
学
部
を
越
え
て
学

び
合
う
こ
と
で
、
学
習
目
標
の
達
成
や
課

題
解
決
に
つ
な
げ
る
機
会
を
創
出
す
る
こ

と
で
す
。
所
属
す
る
学
部
で
培
っ
た
専
門

知
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
断

的
・
学
際
的
な
学
び
の
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
」（
高
橋
学
長
）

少
人
数
な
ら
で
は
の
支
援
体
制

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
「
教
育
力
」

　

多
様
化
す
る
学
生
の
学
び
に
対
応
す
る

た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
も
進
め
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
に
新
設
さ
れ
た
11
号
館

に
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
  （3）

や
グ

ル
ー
プ
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
、

日
曜
日
も
施
設
を
解
放
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
５
年
春
頃
に
は
建
築
家
の
隈

研
吾
氏
に
よ
る
新
２
号
館
が
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。

　
「
学
生
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
過
ご
す

時
間
を
長
く
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
そ
の

高
たか

橋
はし

徳
のり

行
ゆき

学長
1980年慶應義塾大学経済学部卒業。
98年バブソン大学経営学修士課程修了

（MBA）。専門分野はアントレプレナー
シップ。武蔵大学経済学部教授、経
済学部長、副学長を経て2022年より
現職。

武蔵大学は、近代日本を代表する実業家・政治家、根津嘉
一郎（初代）（1）が1922（大正11）年に開校した、わが
国初の私立七年制高等学校である旧制武蔵高等学校をルー
ツとしています。「ゼミの武蔵」として知られ、開学時か
ら徹底している少人数教育は、建学の理想に掲げられた
「自ら調べ自ら考える力ある人物」を育む学びの基盤とし
て受け継がれています。
　近年は、次代を見据えたグローバル教育やリベラルアー
ツ&サイエンス教育などを推進。学園100周年を迎えた
2022年4月には、国際教養学部を開設しました。高い専
門性と学際的な知見、行動力を磨き、世界を生き抜く力を
備えたグローバルリーダーの養成をめざします。

世
界
を
生
き
抜
く
力
を
磨
く「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」

多
彩
な
専
門
知
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え
た

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

武蔵大学
〒176-8534　東京都練馬区豊玉上１-26-１　アドミッションセンター　TEL 03-5984-3715　https://www.musashi.ac.jp/

自
主
性
や
多
様
な
視
点
を
育
む

少
人
数
制
ゼ
ミ

　

大
学
通
信
が
調
査
し
た
『
進
路
指
導
教

諭
が
勧
め
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
』（
２
０
２
３

年
度
）
に
お
い
て
、「
小
規
模
だ
が
評
価

で
き
る
大
学
」
で
７
年
連
続
、「
面
倒
見

が
良
い
大
学
」
で
14
年
連
続
の
首
都
圏
１

位
に
輝
い
た
武
蔵
大
学
。
こ
の
ほ
か
「
教

育
力
が
高
い
大
学
」（
全
国
私
大
５
位
）、

「
入
学
後
、
生
徒
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
大

学
」（
全
国
私
大
３
位
）
な
ど
複
数
の
項

目
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
大
学
の
最
大
の
特
長
は
、
徹
底
し

た
少
人
数
教
育
に
あ
り
ま
す
。
旧
制
高
等

学
校
時
代
か
ら
受
け
継
ぐ
「
建
学
の
三
理

想
  （2）

」
を
体
現
す
る
場
と
し
て
、「
ゼ
ミ

（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）」
を
教
育
の
中
心
に
据
え

て
き
ま
し
た
。

　

学
生
が
主
体
的
、
能
動
的
に
関
わ
り
、

高
い
学
習
効
果
が
得
ら
れ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
。
そ
の
代
表
的
な
ス
タ

イ
ル
が
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
で
す
。
１
ゼ
ミ

あ
た
り
の
学
生
数
は
約
13
名
。
少
人
数
な

の
で
教
員
や
他
の
学
生
と
の
距
離
が
近
く
、

議
論
も
活
発
に
な
り
ま
す
。
目
標
に
向

か
っ
て
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
環
境
が
学
生

上
を
持
つ
学
生
が
50
人
中
42
人
と
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
英
語
力
を
持
つ
点
も
特
長
で
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
は
か
つ
て
経
済
学
部
で
運
用
し
、

こ
れ
ま
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
位
を
取
得

し
た
学
生
は
年
間
10
名
程
度
で
し
た
が
、

Ｅ
Ｍ
専
攻
で
は
挑
戦
す
る
学
生
の
母
数
が

増
え
ま
す
の
で
、
学
位
を
取
得
で
き
る
学

生
の
割
合
も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
教
員
に

は
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
学
生

間
で
も
学
年
を
越
え
た
学
び
合
い
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
び
で
は

英
語
力
だ
け
で
な
く
数
学
力
が
カ
ギ
と
な

る
た
め
、
一
般
選
抜
で
は
数
学
基
礎
を
必

須
と
し
て
い
ま
す
」（
高
橋
学
長
）

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｓ
）

専
攻
で
は
、
高
度
な
語
学
力
を
養
う
と
と

も
に
、
国
際
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
文
化
の
側
面
か
ら
学
際
的
に
学
び
を

深
め
ま
す
。
さ
ら
に
留
学
や
異
文
化
体
験

を
通
し
て
、
地
球
規
模
の
課
題
と
向
き
合

う
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｓ
専
攻
は
英
語
教
育
と
異
文
化
理

解
を
重
視
し
、
10
名
の
専
任
教
員
の
う
ち

８
名
が
外
国
籍
の
教
員
で
す
。
海
外
大
学

に
留
学
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
環
境
で
、

１
年
次
か
ら
徹
底
的
に
英
語
力
を
鍛
え
ま

す
。
専
門
性
や
異
文
化
理
解
だ
け
で
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
磨
か
れ
ま

す
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
な
ど
が
求
め

の
意
識
を
高
め
、
専
門
の
学
習
を
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
自
主
性
や
課
題
解
決
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
育
み

ま
す
。

　
「
同
じ
仲
間
と
同
じ
テ
ー
マ
を
探
究
す

る
ゼ
ミ
が
あ
る
こ
と
で
、
学
生
間
に
強
い

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
や
す
く
な
り
、
連
帯

感
や
一
体
感
の
も
と
で
協
調
性
が
養
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
な
ど
を
通
し
て
対
話
力
や
傾
聴
力

も
磨
か
れ
ま
す
。
一
方
、
教
員
は
ゼ
ミ
で

指
導
す
る
中
で
学
生
の
悩
み
な
ど
を
深
く

理
解
し
、
他
の
授
業
や
指
導
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
、
高
橋
徳
行
学

長
は
語
り
ま
す
。

世
界
水
準
の
学
び
を
提
供
す
る

国
際
教
養
学
部

　

開
設
か
ら
２
年
目
を
迎
え
た
国
際
教
養

学
部
は
１
学
科
２
専
攻
。
経
済
経
営
学

（
Ｅ
Ｍ
）
専
攻
は
、
武
蔵
大
学
の
学
位
と

並
行
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
経
済
経
営
学

士
号
あ
る
い
は
経
済
学
士
号
の
取
得
を
め

ざ
す
パ
ラ
レ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）
を
軸
に
、
少
人
数
で
の

質
の
高
い
授
業
を
展
開
。
日
本
に
い
な
が

ら
世
界
水
準
の
経
済
・
経
営
学
の
知
見
を

身
に
つ
け
、
高
い
英
語
力
と
教
養
、
そ
し

て
統
計
分
析
の
手
法
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｍ
専
攻
の
学
生
は
、
入
試
段
階
で

学
内
併
願
が
比
較
的
少
な
く
、
合
格
者
の

入
学
率
が
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
志
望

動
機
の
強
さ
、
本
気
度
の
高
さ
が
感
じ
ら

れ
、
語
学
研
修
を
経
た
１
年
生
の
８
月
末

の
段
階
で
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
ス
コ
ア
５
・
５
以

（1） 根津嘉一郎（初代）
　明治期から昭和初期にかけて政財界で活躍。
東武鉄道や南海電気鉄道などの鉄道敷設や再建
事業に携わり、「鉄道王」と呼ばれた。一方で、
渋沢栄一率いる渡米実業団の一員としてアメリカ
を視察。「国家の繁栄は育英の道に淵源する」と
いう信念のもと、武蔵高等学校や根津化学研究所
の創立など、教育・文化事業にも情熱を傾けた。

（2） 建学の三理想
1. 東西文化融合のわが民族理想を
　遂行し得べき人物
2. 世界に雄飛するにたえる人物
3. 自ら調べ自ら考える力ある人物
　武蔵大学のルーツである旧制武蔵高等学校は

「人間形成を根幹に、明日の新しい日本を担う、優
れた人材を育てる」という理想のもと創立された。

（3） ラーニングコモンズ（LC）
　学生が自由に学べる自主学習の施設で、時間
割の空きコマをキャンパス内で有意義に過ごす
ことができる。グループワークができるフリー
デスクや1人で集中して学習できるソロワーク
ブースなど、目的に合わせた幅広い利用が可能。
ディスカッションやプレゼンテーションの場と
しても活用できる。学生の利便性を考え、授業
のない日曜日や祝日も開室している。

る
人
材
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
」（
高
橋
学
長
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
推
進

横
断
的
・
学
際
的
な
学
び
を
提
供

　

武
蔵
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
だ

け
で
な
く
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
文

理
融
合
教
育
の
充
実
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
社
会
学
部

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ー
ス
（
Ｇ
Ｄ
Ｓ
）
で
は
、
新
時
代
の
世

界
共
通
語
で
あ
る
「
デ
ー
タ
」
と
「
英

語
」
の
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
分
析
な
ど
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｄ
Ｓ
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
社

会
学
的
な
視
点
で
現
代
を
読
み
解
く
力
で

す
。
自
ら
見
い
だ
し
た
社
会
課
題
に
対
し

て
仮
説
を
立
て
、
分
析
、
検
証
す
る
た
め

に
必
要
な
数
学
的
・
統
計
学
的
な
手
法
を

授
け
ま
す
。
今
後
は
学
部
学
科
を
問
わ
ず
、

基
礎
か
ら
発
展
・
応
用
ま
で
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
を
重
層
的
に
展
開
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
高
橋
学
長
）

　

２
０
２
２
年
に
は
、
文
理
融
合
教
育
の

拠
点
と
し
て
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
＆
サ
イ

た
め
に
は
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
が
不
可

欠
で
す
。
学
内
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
で
、
自
ず
と
学
習
時
間
も
長
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
」（
高
橋
学
長
）

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
も
学

生
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
き
め
細
か
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
資
格
を

持
つ
職
員
が
10
名
以
上
常
駐
し
て
個
別
相

談
に
応
じ
る
ほ
か
、
就
職
活
動
が
本
格
化

す
る
前
に
３
年
生
全
員
と
面
談
を
実
施
。

学
生
が
主
体
的
に
進
路
決
定
で
き
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

　
「
熱
心
な
学
生
は
数
十
回
も
個
別
面
談

に
訪
れ
る
よ
う
で
、
そ
れ
だ
け
徹
底
的
に

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
海
外
企
業
や
外
資
系

企
業
な
ど
へ
の
就
職
希
望
者
の
支
援
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
学
が
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
の

は
『
教
育
力
』
で
す
。
ゼ
ミ
を
筆
頭
に
学

生
の
学
習
意
欲
を
刺
激
す
る
多
彩
な
学
び

の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
11

号
館
や
新
２
号
館
と
い
っ
た
空
間
づ
く
り

か
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
＆
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る

横
断
的
・
学
際
的
な
学
習
環
境
づ
く
り
、

そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
の
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
き
た
意
義
や
そ
の

効
果
を
最
大
限
可
視
化
し
て
学
生
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
学
生
本

位
の
大
学
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま

す
」（
高
橋
学
長
）

武蔵大学　

101 卓越する大学 武蔵大学 100

PDP授業風景

【右】外国籍の教員が多数在籍するGS専攻
【左】キャリア⽀援センターでの全員⾯談（上）／各学部で学びの成果を発表する場が⽤意されている（下）


